介護保険住宅改修費の申請について
介護保険で住宅改修を行う場合は、申請書及び書類の一部を事前に提出していただきます。
町ではその書類をもとに、当該住宅改修が保険給付として適当なものかどうかを確認し、被保険者［又は、申請代行者
（ケアマネジャー、改修事業者など）］に対してその確認結果（決裁後に電話連絡する。）をお知らせします。
（※この確認結果は、住宅改修完了後に行われる住宅改修費の支給決定ではありません。）
具体的な手続きは以下のとおりです。

【住宅改修の種類について】

　　ｱ．手すりの取付け　　　
ｲ．床段差の解消

　　ｳ．滑りの防止および移動の円滑化等のための床材の変更　　　
ｴ．引き戸等への扉の取替え

　　ｵ．洋式便器等への便器の取替え　　　
ｶ．その他これらの各工事に附帯して必要な工事
　　　　　　　　　　

	いったん改修費用を全額自己負担していただき、改修費用のうち９割、又は８割分を保険給付いたします。
原則１回限りで、自己負担は１割、又は２割となります。
※ただし、利用限度額は１つの住居につき１人で２０万円までです。


■申請手順　原則、①　→　②　→　③　→　④　の順で行う。
	1 まずは、担当のケアマネジャー等に相談してから申請を行う。



	②【事前申請】

　　（事前提出書類）

○支給申請書（町様式）
○住宅改修が必要な理由書（担当のケアマネジャー等が作成するもの。）
○工事費見積書

○住宅改修後の完成予定の状態がわかるもの［改修前の写真（日付入り）、及び図面等での説明書。］
○住宅の所有者の承諾書（＊住宅改修を行った住宅の所有者が、当該利用者でない場合にのみ必要。）

※町は提出された書類等により、保険給付として適当な改修かどうか確認し、決裁後に「着工ＯＫ」の連絡を
電話にて行います。（※この段階では、住宅改修費の支給決定ではありません。）




　　　　
　
③　施　工　→　完　成　し　た　ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	④【住宅改修費の本申請】
・利用者は工事終了後、領収書等の費用発生事実がわかるものを町へ提出して「正式な支給申請」を行う。

・町は、事前に提出された書類との確認、工事が行われたかどうかの確認等を行い、当該住宅改修費の支給を必要
と認めた場合、住宅改修費の支給決定を行い、支給します。
（提出書類）　　　（本申請提出書類）

○住宅改修に要した費用に係る領収書（被保険者本人氏名のもの）
○工事費（請求）内訳書
（事前申請での「工事費見積書」と同額であることを確認する。）
○住宅改修後の完成状態を確認できる書類
（便所、浴室、廊下等の改修箇所ごとの「改修前」および「改修後」それぞれの写真とし、原則として撮影日
がわかるもの。）

　　○住宅改修費請求書（町様式）
　　　注）請求書の「請求年月日」「請求金額」「請求内訳」の欄は、空欄で提出。
※町は提出された書類等により、保険給付として適当な改修かどうか確認し、支給決定の可否を判断し、

　被保険者に通知いたします。



　　　※　ただし、やむを得ない事情がある場合（注）については、④の段階において②の段階で提出すべき申請書類等を
提出することができます。
（注）やむを得ない事情がある場合とは、入院または入所者が退院または退所後に住宅での生活を行うため、あら
かじめ住宅改修に着工する必要がある場合等、住宅改修を行おうとするときに事前申請を行うことが困難な場合
をいう。
■要介護度が著しく高くなった場合の例外（３段階以上上がった場合）
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　本来、住宅改修は原則１回限り（支給限度基準額まで）であるが、上記のとおり「介護の必要の程度」が３段階以上
上がった場合は、改めて支給限度基準額まで支給を受けられます。
■お問い合わせ　横瀬町役場健康づくり課
　　　　　　　　電話　２５－０１１６
